
講演会場 ベンチャープレゼンテーション会場
※同じ会場で講演中継を行います。

新しい無線拠点の構築

適応的な周波数利用による電波資源活用

W1 電波利活用強靭化に向けた周波数創造技術に関する
研究開発及び人材育成プログラム

W2 狭空間での周波数稠密利用のための周波数有効利用技術
W3 複数周波数帯域の同時利用による周波数利用効率向上技術
W4 様々な電波環境に対応した最適通信方式選択技術
W5

様々なアプリケーションへの無線の活用
干渉・ノイズに強い無線LANアクセス制御技術

無線通信

株式会社ATR-Promotions
G1　小型無線多機能センサの紹介
G2　ATR音声言語データベースの紹介
G3　脳研究のトータルサポート

ATR Learning Technology株式会社
G4

株式会社ATR-Trek
G5 音声認識によるコミュニケーション支援

関連会社

日本ベンチャーキャピタル株式会社
一般社団法人日本ＵＡＳ産業振興協議会
株式会社テレノイドケア
株式会社エーアイ
シナジーマーケティング株式会社
NTTアドバンステクノロジ株式会社
ヴイストン株式会社

株式会社グリーンファーム
一般社団法人日本砂栽培協会
株式会社ヒューマンテクノシステム東京

東レ建設株式会社

パートナー企業など

認知機能を支える脳のネットワーク
N1 高齢化による脳の状態遷移の変化
N2 結合ニューロフィードバックの統合失調症への応用
N3 Can CNN Explain Properties of Primate Face Patches?
N4 ニューラル質問応答モデルの仮想世界から現実世界への転移
N5 注意散漫状態への気づきの向上

N7 脳情報デコーディング

N6　大規模脳画像データベースの構築とその利活用

脳情報の解読とＢＭＩ技術

N8 深層イメージ再構成
N9 多臨床拠点と連携したロボットリハデータベースの構築
N10 ニューロリハビリテーションを実現するロボット駆動技術
N11 ニューロフィードバックによる精神疾患治療

N13 脳ダイナミクスイメージングソフトウェアVBMEG2.1

N12 人間の学習における認知アルゴリズム解明

脳研究を支える解析基盤技術

N14 光ポンピング磁力計による脳磁図測定
N15 脳科学応用に向けた光脳計測技術

脳情報科学N

人々をサポートするロボット技術
R1　人と協調する自動車運転システム
R2　歩行支援用パワードウェアのための日常活動動作推定
R3　環境センサを融和した聴覚支援システムの研究開発

R4 ロボットサービスのための人混みシミュレータ

ロボットサービス開発

R5　人とロボットのソーシャルタッチインタラクション
R6　実環境で日常対話を行うアンドロイドの実現

R7 企業と創るロボットサービスで暮らしを豊かに

ライフ・サポートロボットR

F1 ブルーイノベーション株式会社
F2 ユカイ工学株式会社
F3 株式会社フィット・サッカーロボ株式会社
F4 スプリームシステム株式会社
F5 アイディア株式会社
F6 エイアイビューライフ株式会社
F7 WaveArrays株式会社
F8 株式会社バックテック
F9 株式会社ログバー
F10 スマートスキャン株式会社
F11 株式会社ATR-Incubator
F11-1 Smart Finder技術
F11-2 英語カラオケ技術
F11-3 災害時用メッシュ無線通信技術
F11-4 電波計測技術

「高床式砂栽培法」による心と身体の健康促進への取組み

ベンチャー企業～けいはんなATRファンド～FW

研究のねらい
L1　 ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト  

生命の情報を解読する

けいはんなにおける新たな「知・もの・人」づくり

L2　 マウス多器官遺伝子発現データを用いたヒト臨床アウトカムの予測
L3　 バーチャルシングルセルRNAseq

L4　 「生体5次元情報」を解読する医工計測技術を創出する
「知・もの・人」づくり計画

生命科学L

C

G

W6 第５世代移動通信システム（５G）の実現に向けた実証試験
W7 広域ネットワークスキャンにおける周波数資源節約技術
W8 通信途絶環境下でも使える可搬型ローカルクラウド技術
W9 電波方式によるワイヤレス電力伝送

W10 サプライチェーンの信頼性を保証する先端セキュリティ技術

ATR CALL
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Advanced Telecommunications Research Institute International
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ご挨拶

株式会社国際電気通信基礎技術研究所
代表取締役社長

浅見 徹

　「ATRオープンハウス2019」にご来場いただき誠にありがとうございます。
ATRは、1986年に当時の郵政省、NTT、経済団体連合会、関西経済連合会、大学等に
よる準備会が、電気通信に係る先端的な基礎研究により社会貢献するために設立しま
した。垂直統合型の研究開発が主流だった時代に、産・学・官や、国内外の人材が集って
共創あるいは協創により電気通信の枠を超えた新しい研究を立ち上げました。以来、
関西文化学術研究都市における中核研究機関として研究開発を進めてまいりました。
　立地企業がATRだけだった３０年前と異なり、多くの研究機関や企業が集まるように
なった現在、オープン・サイエンス、オープン・イノベーションという創業の意味が改めて
問われています。研究成果の社会還元はATR単独では難しく、様々な方々の知恵や経験
が必要になります。創業の精神に立ち返って、そのような力を集約する研究連携拠点や
事業連携拠点作りが必要と感じます。
　「オープンハウス2019」では、脳情報科学、ライフ・サポートロボット、生命科学、無線
通信分野の研究におけるATRの最新活動状況を、展示やデモンストレーションでご紹介
するとともに、研究成果の事業展開状況を、関係する企業様にもご出展いただいて紹介
いたします。ATRの使命である将来社会の基盤となる研究テーマの発掘に関しては、
昨年はライフ・サポートロボット分野で社内外の研究者によるパネルディスカッションを
開催しましたが、今年は脳情報科学の研究の未来を語ることにしました。けいはんな
地区における対外連携による研究開発と事業化に向けた取り組みと合わせてATR的
視点を紹介させていただきます。
　本ATRオープンハウス2019は、けいはんな学研都市に関係する研究機関、大学など
が協力して、最新の研究成果などをご紹介するイベント「けいはんな情報通信フェア
2019」の一環として開催しています。あわせてご覧いただければ幸いです。
　ATRは、引き続き世界に誇り得る最先端の質の高い研究開発を進めると共に、その成果
を、これまで以上に社会に役立てるよう一層緊密に対外連携を推し進めますとともに
研究成果の事業化を加速してまいる所存です。
　今後とも、ご指導、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。
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研究開発・イノベーション拠点が拓く未来社会

外部機関との共創

世界最先端の研究成果の 創出と社会への展開により
科学技術イノベーションと地 方創生への貢献を目指します

世界最先端の研究成果の 創出と社会への展開により
科学技術イノベーションと地 方創生への貢献を目指します

事業開発から研究への
フィードバック

研究成果の事業化

グループ

関連会社関連会社

事業サポート事業サポート
ライセンス

パートナー企業
など

ライセンス
パートナー企業

など

ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～
ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～脳情報科学脳情報科学 ライフ・サポート

ロボット
ライフ・サポート

ロボット

無線通信無線通信 生命科学生命科学

今年のATRオープンハウスは、「研究開発・イノベーション拠点が拓く未来社会」をテーマに、社長講演や４件
のテーマ講演に加え、国内外の著名な研究者等を迎えて「スペシャル・セッション『10年後のヒューマノイド：
脳科学、ロボティックス、AIの融合』」と「総務省『電波COE（Center of Excellence）研究開発プログラム』」
に関するセミナーを設け、研究開発・イノベーション拠点としてATRが国内外の機関と連携して取り組む活動
をご紹介するとともに今後の展望を発信します。
また、脳情報科学、ライフ・サポートロボット、無線通信、生命科学分野で世界に誇る最先端の研究開発成果を
挙げている第一線の研究者、ATR関連会社、「けいはんなATRファンド」や「けいはんなリサーチコンプレックス
事業」の支援を受けるベンチャー企業、ATRとの関係が深い外部機関が、多彩な展示・デモンストレーションと
トークを行います。
基礎的・先駆的な研究開発とその事業化を一体となって推進し、外部機関との共創を通じて新たな社会的価値
の創造と地方創生への貢献を目指すATRグループの現在（いま）と豊かな未来社会の予兆をご覧いただけ
ましたら幸いです。
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社長講演講演スケジュール

株式会社国際電気通信基礎技術研究所
代表取締役社長

浅見 徹

協創の場としてのATRの原点

　「ATRオープンハウス2019」にご来場いただき誠にありがとうございます。
　ATRは、1986年以来、情報通信に係る先端的な研究による社会貢献をミッションに、
関西文化学術研究都市における中核の研究連携拠点として、国際的な人材交流の下で
研究開発を進めてまいりました。昨今は、生きがいのある健康長寿社会実現を目指して、
脳情報科学、ライフ・サポートロボット、生命科学、無線通信の研究開発を進めております。
イノベーションを目指す今日、技術成果を総合する力のある研究連携拠点化は脳情報科学
だけでなく他の研究分野でもますます重要になっています。無線通信は研究連携拠点化
の地盤を固めつつあり、ロボット、生命科学においても研究連携の強化を進めております。
関西文化学術研究都市推進機構の「けいはんなリサーチコンプレックス事業」も、事業
連携拠点化という観点で志を一にするものがあり、積極的に協力しています。ATRの
最新活動状況、事業展開、関係する企業様のご出展をそのような観点から評価していた
だければ幸いです。昨年度は、ロボット技術関係の将来を論じましたが、今年は脳情報
科学の未来を国内外の研究者を交えて論じる機会を設けました。
　ATR的視点の未来社会を示したいと思います。
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10 31 11 1
時間 内容 時間 内容

会場
講演
会場

ベンチャー
プレゼンテーション会場

※ベンチャープレゼン
　テーション会場にて、
　講演中継を行います。

※講演スケジュール等は変更となる場合があります。予めご了承ください。

ベンチャープレゼンテーション 
　～さらなる成長を目指して～

13:15～13:30 スプリームシステム株式会社
13:30～14:00 スマートスキャン株式会社

 トピックトーク

14:40～14:55 社会に受け入れられるロボット
インタラクション科学研究所 所長　宮下 敬宏

14:55～15:10 Human Augmentation with 
a Brain-controlled Third Arm 
for Multi-tasking
事業開発室 研究員　Christian Penaloza

 

15:30～15:45 けいはんなＲＣから見た
本セッションへの期待
ATR代表取締役専務・
けいはんなリサーチコンプレックス
戦略ディレクタ　鈴木 博之

15:45～15:55 今後１０年間でチャレンジすべき
人工知能の問題
ATR脳情報通信総合研究所 
所長・ATRフェロー　川人 光男

15:55～16:10

挨拶

趣旨説明

講演
Lessons from biology:
why humans succeed where 
robots fail
南カリフォルニア大学
テレンス サンガー氏

『10年後のヒューマノイド：
  脳科学、ロボティックス、AIの融合』

 社長講演

15:15～15:30 協創の場としてのATRの原点
代表取締役社長　浅見 徹

16:10～16:55 パネルディスカッション
※パネリスト詳細はP.7ページに掲載しております。

16:55～17:00 総括 ATR　川人 光男

ベンチャープレゼンテーション 
　～さらなる成長を目指して～

10:30～10:45 ブルーイノベーション株式会社

 トピックトーク

11:30～11:45 ATRにおける事業開発の
最新動向と展望
事業開発室 担当部長　坂野 寿和

11:45～12:00 「Society 5.0」における
サイバーセキュリティ 
～全体像とATRの取り組み～
適応コミュニケーション研究所 所長　横山 浩之

 テーマ講演

13:00～13:30 グローバルオープンイノベーション
拠点の構築
経営統括部・事業開発室　
代表取締役専務　鈴木 博之

14:30～15:00 電波利活用強靭化に向けた周波数
創造技術に関する研究開発及び人材育成
波動工学研究所 所長　鈴木 義規

13:30～14:00 脳とAIとロボットの学習
脳情報研究所 ブレインロボットインタフェース研究室 
室長　森本 淳

14:00～14:30 Virtual Human InformatiX Project：
ヒト生体5次元情報ネットワークの
計測・解読から拓ける世界
佐藤匠徳特別研究所 所長　佐藤 匠徳

『研究開発・イノベーション拠点が拓く未来社会』

 電波COE特別企画： 電波利活用強靭化セミナー
15:15～16:45
研究サステナビリティ、電波伝搬研究を通じて培ったもの
電気通信大学名誉教授　唐沢 好男氏

ワイヤレス基本３法則
豊橋技術科学大学教授、未来ビークルシティリサーチセンター長　大平 孝氏

電波・移動通信テクノロジーに育てられた50年
電気通信大学 先端ワイヤレス・コミュニケーション研究センター教授　山尾 泰氏
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※事前登録制、英語で実施します。（通訳なし）
スペシャル・セッション



パネリスト・コーディネーターご紹介

けいはんなＲＣから見た本セッションへの期待

What can Keihanna RC learn from this session?

ATR代表取締役専務・けいはんなリサーチコンプレックス戦略ディレクタ　鈴木 博之

Hiroyuki Suzuki (Executive Vice President, ATR; and Strategic Director, Keihanna RC)

南カリフォルニア大学　

オジェギン大学 / 大阪大学
沖縄科学技術大学院大学認知脳ロボティクス研究ユニット 教授
ATR脳情報研究所  ブレインロボットインタフェース研究室 室長

David L. Lee and Simon Ramo Chair in Health Science and Technology and
Provost Professor of Biomedical Engineering, Electrical and Computer
Engineering, and Neurology, University of Southern California

Dr. Terence Sanger

Dr. Terence Sanger is the director of the USC Pediatric Movement Disorders Center.  
His research focuses on understanding the origins of pediatric movement disorders 
from both a biological and a computational perspective. The primary goal of his 
research is to discover new methods for treating children with movement disorders. 
Dr. Sanger coordinates the Childhood Motor Study Group (CMSG) and the NIH 
Taskforce on Childhood Movement Disorders, and he is principal investigator on 
several research studies at USC.  He runs the pediatric movement disorders clinic at 
Children's Hospital of Los Angeles (CHLA) in the department of Neurology.
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『10年後のヒューマノイド：脳科学、ロボティックス、AIの融合』

『Humanoid to 10 years later ‒ Neuro, Robotics and AI ‒』

スペシャル・セッション/Special Session

講演・パネリスト

Professor, Computer Science Department, Ozyegin University
Specially Appointed Professor, Osaka University

Dr. Erhan Oztop

Erhan Oztop earned his Ph.D. at the University of Southern California in 2002. In the 
same year, he joined the Computational Neuroscience Laboratories at the Advanced 
Telecommunications Research Institute International, (ATR) in Japan. There he 
worked as a researcher and later a senior research and group leader where he also 
served as vice department head for two research groups. Currently, he is a professor 
at the Computer Science Department of Ozyegin University, Istanbul, and also a 
special ly appointed professor at Osaka University. His research involves 
computational study of intel l igent behavior, human-in-the loop systems, 
computational neuroscience, machine learning, cognitive and developmental robotics.

パネリスト

沖縄科学技術大学院大学認知脳ロボティクス研究ユニット教授
谷 淳 氏
1995年、工学博士号を上智大学から授与される。1993年よりソニーコンピュータサイ
エンス研究所（株）の研究員、2001年より理化学研究所脳科学総合研究所のチームリーダ
を歴任し、2012年よりKorean Advanced Institute of Science and Technology
(KAIST)の電子工学科教授に就任する。現在、沖縄科学技術大学院大学に教授として
勤め、認知脳ロボティクス研究ユニットを主宰する。認知ロボット、脳科学、複雑系、発達心理、
現象学等の研究に興味を持つ。2016の秋に自著、“Exploring Robotic Minds: 
Actions, Symbols, and Consciousness as Self-Organizing Dynamic 
Phenomena."をオックスフォード大学出版より出版した。

パネリスト

ATR
脳情報研究所   
ブレインロボットインタフェース
研究室　室長

森本 淳
ATR
脳情報通信総合研究所 
所長・ATRフェロー

コーディネーターパネリスト

川人 光男

挨 拶

今後１０年間でチャレンジすべき人工知能の問題
ATR脳情報通信総合研究所 所長・ATRフェロー　川人 光男

趣旨説明

Lessons from biology: 
why humans succeed where robots fail

テレンス サンガー氏
アラハン オズトップ氏
谷 淳氏
森本 淳

南カリフォルニア大学　テレンス サンガー氏

講 演

パネリスト:

※英語で実施します（通訳なし）

*In English (without a Japanese interpreter)

ATR 川人光男コーディネーター :

Opening

The challenging AI problem for coming 10 years
Mitsuo Kawato (Director of ATR Brain Information Communication Research Laboratory Group, ATR Fellow)

Introduction

Lessons from biology: 
why humans succeed where robots fail
Dr. Terence Sanger (University of Southern California)

University of Southern California

Ozyegin University, Istanbul / Osaka University

OIST Cognitive Neurorobotics Research Unit

Head of Department of Brain Robot Interface, ATR

Talk

Dr. Terence Sanger
Dr. Erhan Oztop
Prof. Jun Tani
Jun Morimoto

Panelist :

Mitsuo Kawato (ATR)Coordinator： 



グローバルオープンイノベーション
拠点の構築

経営統括部・事業開発室
代表取締役専務

鈴木 博之

脳とAIとロボットの学習

脳情報研究所
ブレインロボットインタフェース研究室 室長

森本　淳
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　ＡＴＲは、研究開発と共に事業開発を事業活動の
駆動力の両輪として位置づけています。事業開発に
おける活動事例としては、関連事業会社による研究成果
展開、「けいはんなＡＴＲファンド」による技術シーズの
事業化加速、「けいはんなリサーチコンプレックス
（ＲＣ）」によるグローバル連携構築、およびその連携
をベースとした事業化支援・イノベーションハブ推進
活動が挙げられます。本講演では、グローバルオープン
イノベーション拠点の構築に向けたけいはんなＲＣに
おけるＡＴＲの活動について、その狙い、具体的な事例
ならびに今後の方向性についてご紹介します。
　ＡＴＲが、けいはんなＲＣにおいて担当する事業化
支援・イノベーションハブ推進ツールにおいては、
2017年の本格的なプロジェクト開始当初から“グロー
バル”という視点を基本方針に据えて活動を行って
きました。現在までに、スペイン（バルセロナ）、イスラエ
ル、米国（ニューヨーク、シリコンバレー）およびカナダ
のイノベーション関連機関を中核連携先とする国外
13ヵ国、121機関を含む国内外の合計302機関との
連携・協力関係を構築するまでに至っています（図１）。

上記4ヵ国の中核連携機関とは、2018年度までに
スタートアップ支援、事業化プロジェクト創出支援、
人材交流支援、コミュニティ形成・ブランド構築という
４つの事業領域において、具体的な協働に基づく双方向
の連携を構築しています。
　本年7月には、この連携関係をさらに発展・強化する
ことを目的として、新たなアクセラレーションプログラム
ＫＧＡＰ＋（Ｋeihanna Ｇlobal Ａcceleration 
Ｐrogram Ｐｌｕｓ）を中核4ヵ国および日本のスタート
アップ合計10社を集めて開始しました。このプログラム
では、住民参加による実証実験の場としての実績と
利点を持つけいはんな学研都市の特長を活かし、日本
の企業等とのＰｏＣ（Ｐroof ｏf Ｃoncept）やパイ
ロットをゴールとして設定するとともに、バルセロナや
ニューヨークでの特別プログラムへの参加機会を提供
しています（図２）。ＫＧＡＰ＋を通じて、けいはんなＲＣ
をハブとした中核4ヵ国の連携機関等との2次元的な
連携関係の構築が可能となります。さらに、新たな
連携先を開拓することによって、グローバルオープン
イノベーション拠点としての価値を一層高めていきます。

　深層学習を中心としたAI技術は画像や音声認識
の分野において大きな成功を収めました。いま、同様
のアプローチをロボットに用いることで人間のように
自ら学習するロボットの登場が期待されています。機械
自らが学習し、行動方策を獲得する枠組みは、まずは
囲碁やビデオゲームなどの計算機内に閉じた意思
決定課題への応用で顕著な成果が生まれ、広く世間
に紹介されました。しかし、ロボットの場合は物理世界
とのインタラクションを必要とするために、囲碁やビデオ
ゲームのように大量データを収集することが現実的
ではありません。つまり、ロボットの学習はこれまでの

AI技術の延長では解決できない問題を抱えています。
実際、画像認識や囲碁においてAIは人間のエキス
パートの能力を超えるようになりましたが、ロボットの
運動能力は一般の人間の能力に大きく劣ります。現状
としては、人間のような複雑な身体を使って人間の
ような運動学習を可能とするのはいまのところ人間の
脳だけです。そこで、本講演では、昨今のロボット学習
の事例の紹介を行うとともに、人間の脳の計算メカニ
ズムを参考に、AI技術との融合を図りながらロボット
の学習アルゴリズムを導出する私たちの取り組みに
ついて紹介します。

図1. けいはんなＲＣのグローバル連携・協力関係 図2. ＫＧＡＰ＋の概要 図１：ヒューマノイドロボットの運動学習
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Virtual Human InformatiX Project：
ヒト生体5次元情報ネットワークの
計測・解読から拓ける世界

佐藤匠徳特別研究所 所長

佐藤 匠徳
電波利活用強靭化に向けた
周波数創造技術に関する
研究開発及び人材育成

波動工学研究所 所長

鈴木 義規

　「電波利活用強靭化に向けた周波数創造技術に
関する研究開発及び人材育成プログラム（プログラム
統括責任者：浅見徹）」は、総務省の戦略的情報通信
研究開発推進事業（SCOPE）において今年度から
新たに実施する電波COE研究開発プログラム（実施
期間：最長４か年度）として、2019年3月に公募開始、
2019年6月に採択が決定したものです。
　本プログラムでは、来るべき第６世代（6G）移動通信
技術等、将来の電波利活用を担う技術の確立に向け
て、電波を“しなやかに”かつ“強固に、安定に”通信できる
電波強靭化技術の創造と、その技術の担い手となり
研究開発や社会実装をリードしうる人材の育成を
目的としており、著名な教授陣による高度な研究実績
と教育力を有する京都大学と密に連携して、持続的な
電波強靭化技術の創造と人材育成を可能とする研究
拠点の実現を目指すものです。
　本プログラムでは電波利活用によるイノベーション
創出や社会課題解決を図るために必要不可欠なワイヤ
Z術者の裾野拡大のため、下記3項目の施策を実施

し、無線分野の先端人材を育成・輩出する先端中核
拠点（COE、Center of Excellence）機能を創出して
いきます。
①大学や中小企業等との共同研究により、若手
研究者や学生の育成に資する電波人材育成型
の研究開発を推進
②無線技術やアプリケーション開発に精通した
メンターにより①の共同研究の研究活動指導、
今後の無線研究・開発を担う無線技術者の裾野
を広げるための啓蒙活動実施
③高性能測定機器や無線研究に必要不可欠な
研究施設・設備を①の共同研究のみならず、一般
の研究者に対しても開放を行う外部開放型の
研究環境構築・運用

本講演では、本プログラムの紹介を行うとともに、
今後の4年間の計画、プログラム終了後の電波COE
の在り方について説明致します。

生体機能から病態までを統合的にかつ定量的にAIを
駆使することで計算機上に再構成したVir tua l  
Human の開発（Virtual Human InformatiX計画）
を、今年2月から展開しています。本プロジェクトの目的
を達成するために、生物医学／データサイエンス／
数理計算科学／AI／工学／臨床医学をリアルおよび
バーチャルに連携させた真の融合分野の研究・開発
を展開しています。また、将来にわたってこの学術分野
をさらに拡張し次のブレークスルーにつながる人材
育成にも取り組むことで、けいはんなを中心とした
「知・もの・人」づくり計画を展開しています。本講演で
は、この計画に至る歴史的背景・学術的背景の説明、
プロジェクトの体制紹介、およびこれまでの研究成果
を紹介・説明すると共に、これらをもとにした事業化の
成果も紹介いたします。

　今世紀初めにヒト全ゲノム解読されて以来、2013年
には人間の脳内神経回路すべてをマッピングする
超大型プロジェクトが、2016年には人体の約37兆個
の全細胞の全遺伝子発現を解読しようとする大規模
国際プロジェクト「Human Cell Atlas」が、欧米を
中心にスタートしました。日本でも今年、「全身レベル
で全情報を」という方針が国から打ち出されました
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）。
佐藤匠徳研究グループでは、けいはんな地区をハブと
する国内外の産官学連携プロジェクトとして、生体内
の分子―細胞―臓器―臓器間―個体といった多階層
を横断するレベルでの生体機能メカニズム、そして、
この世の中にある全ての疾患間の関係性を遺伝子
レベルから病態レベルで定量的に表す新しい概念で
あるHuman Disease Network（Diseasome）を
Real-World-Data（RWD）と統合することで、ヒトの

http://www.jst.go.jp/report/2018/180829.html



電
波
C
O
E
特
別
企
画

電
波
C
O
E
特
別
企
画

1312

研究サステナビリティ、電波伝搬研究を通じて培ったもの
講演タイトル：

経歴：

唐沢 好男氏 電気通信大学名誉教授

電波利活用強靭化セミナー
　「強靭」とは強く粘りがありしなやかなことを意味します。それは、これからの無線技術に求められることでも
あります。我々は、それを「電波利活用強靭化技術」と呼び、これからの研究開発の柱としていきます。今回、まさに
そのような技術を先進的に研究されてきた電波COEにおけるメンターの先生をお招きし、多くの研究者・技術者へ
示唆に富んだご講演をしていただきます。

電波COEの概要
電波の有効利用を促進するとともに、電波利用によるイノベーション創出や、研究者の育成が求められています。
総務省の戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）により、京都大学と連携してワイヤレス分野の中核拠点：
電波COE（Center of Excellence）を構築します。

ATRが目指す電波COE
「電波利活用強靭化技術」に資する様々な研究開発を通して、人材の育成や研究成果の社会実装を推進します。
それらの活動が新たな人材や投資を呼び込み、電波COEとしても自立し成長し続けることを目指します。

本セミナーは総務省SCOPE（196000002）「電波利活用強靭化に向けた周波数創造技術に関する研究開発及び人材育成プログラム」により実施します。

講演概要：約４０年間、電波伝搬を軸足として、無線通信の研究を行ってきた。電波
伝搬の研究は無線システムの機能発揮を支える縁の下の力持ち的な性格。しかし、
その地味さにもかかわらず、あるいはその地味さゆえに長きにわたって続けることが
できた。自身の経験を、次世代の無線分野を担う若者に伝えたい。

1977年　京都大学大学院工学研究科電子工学専攻修士課程修了
1992年　博士号取得（博士（工学）；京都大学）
1977年～1999年　国際電信電話（株）、(株)国際電気通信基礎技術研究所にて、無線通信の電波伝搬、高機能アンテナの研究に従事
1999年～2016年　電気通信大学にて、ワイヤレス情報伝送技術の研究および通信工学・電子工学に関する教育に従事
専門領域：電波伝搬・アダプティブアンテナ・MIMO・無線通信技術・無線信号処理・ソフトウェア無線

ワイヤレス基本３法則
講演タイトル：

経歴：

大平 孝氏 豊橋技術科学大学教授　未来ビークルシティリサーチセンター長

講演概要：半導体の高速化とAIの進歩により多彩なシステム設計がコンピュータ上で
可能になった。シミュレータの使い方を覚えることが果たしてクリエイティブ技術者
の本質ミッションなのだろうか。本講演ではワイヤレスの基本３法則を明快に提示・
解説し、若手研究者メンタリングの第１歩とする。

1983年　大阪大学大学院工学系研究科博士後期課程修了／大阪大学博士課程修了
1983年～2001年　日本電信電話公社／日本電信電話（株）にて、衛星搭載GaAsMMICの設計を担当
2001年～2007年　（株）国際電気通信基礎技術研究所にて、アナログスマートアンテナの研究に従事
2007年～　豊橋技術科学大学教授、現在に至る
専門領域：分布定数回路・非接触給電・エネルギー伝送システム・マイクロ波・ミリ波・アナログ回路

電波・移動通信テクノロジーに育てられた50年
講演タイトル：

経歴：

山尾 泰氏 電気通信大学　先端ワイヤレス・コミュニケーション研究センター教授

講演概要：中学時代にラジコン模型飛行機にのめり込んだのが電波・移動通信との出会いで
あった。以後50年、距離を超越するテクノロジーとしての飛行機と電波が私の人生を形成する芯柱
となっている。この間に移動通信システムは予期しなかった偉大な進歩を遂げ、我々の生活を支え
る地球規模の社会基盤になった。IoT、ドローンなど電波利用はさらに深く、広く、社会に浸透する。

1979年　京都大学大学院工学研究科電子工学専攻修士課程修了
1998年　工学博士号取得（京都大学電子工学専攻）
1979年～2005年　日本電信電話公社／日本電信電話（株）／（株）NTTドコモにて、移動通信装置および方式に関する研究開発に従事
2005年～　電気通信大学先端ワイヤレス・コミュニケーション研究センター教授、現在に至る
専門領域：移動通信・アドホックネットワーク・ITS・無線回路・ディジタル信号処理



1514

ATRにおける事業開発の最新動向と展望
　ATRでは、ロボット技術
やAI技術への社会的関心
の高まりなどを背景に、VC
投資ファンド：「けいはんな
ATRファンド」を2015年
2月に立上げ、以来このファ
ンドを中心にATR研究成果
の事業化促進に取り組んで
きました。けいはんなATR

ファンドが出資した企業は2019年9月時点で13社
に達しました。出資先企業は主に先端技術をベース
にビジネス展開しているベンチャー企業であり、それら
の技術分野は、ロボット、脳科学／AI、無線通信、
IT/IoTなどATRの研究分野のほぼ全域に広がって
います。ファンド期間(10年間)の後半に差掛かるなか、
これからは、これらの出資企業との共同研究開発や
ライセンシングなどによる連携を通して、研究成果の

事業化や新たなバリューの創出を加速させることが
期待されています。既に、出資企業とATRとの間で
共同研究開発や事業化連携を模索する動きも増え
はじめています。講演では、けいはんなATRファンドを
活用した事業化推進を中心にATRにおける事業開発
の最新動向と展望についてご紹介します。

坂野 寿和

事業開発室
担当部長

図：「Society5.0」社会におけるモノ・データ等のつながりのイメージ
出展：サイバー・フィジカル・セキュリティ対策フレームワーク, 
       経済産業省, 2019/4/18.

社会に受け入れられるロボット
インタラクション科学研究所
は、知能ロボティクス研究所
をベースとして10月1日に
設立されました。この研究所
では、人とロボット、人とモノ、
人と人などのインタラクション
に関する研究をしています。
インタラクションとは、人、
ロボット、モノなどが、互い

に物理的／社会的に力を及ぼし合うことを指します。
特に、簡単な表層のインタラクションだけでなく、物理的
／社会的に深いインタラクション（ディープインタラク
ション）を計算論的に解明できれば、例えば、人々の中
で安心・安全に働くロボットや、人々の暮らしを楽しく
する製品やサービスを実現できるようになります。
本講演では、私たちの研究所で実施している、ソー
シャルタッチ、モラル、自動運転など、いくつかのユニーク

な領域でのインタラクションの解明のための研究開発
を紹介し、その成果がもたらす社会に受け入れられる
ロボットの展望について述べます。

宮下 敬宏

インタラクション科学研究所
所長

「Society 5.0」におけるサイバーセキュリティ
～全体像とATRの取り組み～
　我が国では、サイバー空間
とフィジカル空間を高度に
融合させ、多様なニーズに
きめ細かく対応したモノや
サービスを提供し、経済的
発展と社会的課題の解決
を両立する超スマート社会
「Society5.0」の実現を

提唱しています。
「Society5.0」における産業社会では、企業間・産業間
のネットワーク化が進展し、より柔軟で動的なサプラ
イチェーンを構成できますが、攻撃起点も広く拡散し、
守るべき範囲も急激に拡大します。さらに、サイバー
攻撃がフィジカル空間に及ぼす影響も増大し、被害
は甚大なものになる恐れがあります。そこで我が国
は、「Society5.0」において直面するリスク源や対応
の方針等を整理し、サイバー・フィジカル・セキュリ
ティ対策フレームワークを策定しました。ATRは、この

フレームワークの実証プロジェクトに参画しており、
「データ」に関する信頼性を保証する技術の研究開発
を担当しています。本 講 演では、こうした
「Society5.0」におけるサイバーセキュリティの全体像
とATRの取り組みを分かりやすくご紹介します。

横山 浩之

適応コミュニケーション研究所
所長

Human Augmentation with a Brain-controlled 
Third Arm for Multi-tasking
Body augmentation 
robotic devices that 
w i l l  e x t e n d  t h e  
physical capabilities 
o f  h um a n s  i n  a n  
unprecedented way.
Researchers  have
e x p l o r e d  t h e  

possibility to control augmentation devices 
in diverse ways - from manual operation
through a joystick to myoelectric signals
from muscle impulses - but the ultimate
goal is to be able to control them with the 
brain. In this talk, we present a body 
augmentation robotic limb controlled with 
a brain-computer interface that allows the 
operator to perform two parallel tasks 
simultaneously with three arms (two 
physical and one robotic). Since the arm 
has intelligent capabilities to recognize the 

object and the environment context, it can 
match the phys ica l  act ion w i th  the 
imagined action intended by the operator. 
The proposed system opens up the 
possibility to explore more complex and 
realistic human augmentation applications, 
but also the possibility to explore the 
potential of cognitive enhancement due to 
the effect of cognitive workload during the 
use of the system.

Christian Penaloza

事業開発室
研究員
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　計算論的神経科学などの手法を用いて、脳の機能
を理解し、それによって得られた知見に基づいて、人に
やさしい ICT技術、未来のコミュニケーション、医療、
高齢者自立支援の基盤技術としての「ブレイン・
マシン・インタフェース（BMI）」を開発しています。
複雑な操作や訓練を必要としない、考えるだけで
ロボット、家電などを操作できるBMI 技術の開発に
成功しています。また、最新の研究成果として、寝て
いる時の夢を解読する「デコーディング手法」、また
脳の状態を望ましい方向に導くことを可能とする
「デコーディッド・ニューロフィードバック法」を開発
しました。これらの最新研究を紹介します。 

脳情報科学N N1

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

N2

N3

N4

N5

N6

認知機能を支える脳のネットワーク

N7

N8

N9

N10

脳情報の解読とBMI技術

脳研究を支える解析基盤技術

高齢化による脳の状態遷移の変化
State Transition in the Ageing Brain
～脳波の空間パターンによる解析～

結合ニューロフィードバックの統合失調症への応用
Connectivity Neurofeedback for Schizophrenia
～非侵襲ニューロテクノロジーの開発～

Can CNN Explain Properties 
of Primate Face Patches?
～Correspondence Between Artificial Intelligence and Neuroscience～

ニューラル質問応答モデルの仮想世界から現実世界への転移
Transfer Learning of Neural QA Model
from Virtual to Physical World
～ライフシミュレーションを活用した日常行動の理解～

注意散漫状態への気づきの向上
Be Aware of the Mind-Wandering
～古典的条件づけに基づいたEEGニューロフィードバックを用いて～

大規模脳画像データベースの構築とその利活用
Construction and Utilization of Large-Scale Brain Image Database
～認知機能低下のメカニズム解明に向けて～

脳情報デコーディング
Decoding Neural Signals
～脳を介した情報通信の実現を目指して～

～医工融合が拓く脳卒中運動リハビリテーションの未来～

深層イメージ再構成
Deep Image Reconstruction from Human Brain Activity

Co-Develop Robotic Rehab Database with Multiple Clinical Sites

～深層ニューラルネットワークを用いた心的イメージの可視化～

多臨床拠点と連携したロボットリハデータベースの構築

ニューロリハビリテーションを実現するロボット駆動技術
Actuator for Robotic Assist Toward Paralysis
after Brain Stroke
～安全で力強さとしなやかさを兼ね備える
モジュラー式空気圧人工筋の開発～

N11 ニューロフィードバックによる精神疾患治療
Treatment of Psychiatric Disorders with Neurofeedback
～うつ病・PTSDの新たな治療法の開発～

光ポンピング磁力計による脳磁図測定
Brain Measurement Using the Optically-Pumped Magnetometer
～安価で小型の脳磁図測定装置による脳活動の可視化～

脳ダイナミクスイメージングソフトウェアVBMEG2.1
Brain Dynamics Imaging Software: VBMEG2.1
～1/1000秒で変化する脳活動の可視化～ 

脳科学応用に向けた光脳計測技術
Hierarchical Bayesian Diffuse Optical Tomography
～簡便で高解像度な脳活動の可視化～ 

N12 人間の学習における認知アルゴリズム解明
Studying Ｃognitive Ａlgorithm of  Ｈuman Ｌearning
～神経科学とAIの発展と融合～

DEMO

DEMO

おすすめ

おすすめ

おすすめ

N13

N14

N15

脳情報科学、ライフ・サポートロボット、無線通信、生命科学等に関する研究開発を

国内外の大学・研究機関・他企業等と連携して推進し、様々な社会的課題の解決や

豊かな未来社会につながる先駆的・独創的な研究成果を創出しています。
研
究
開
発

研究へのフィードバック 研究成果の事業化

脳情報科学脳情報科学 ライフ・サポート
ロボット

ライフ・サポート
ロボット

無線通信無線通信 生命科学生命科学

会場案内

：脳情報科学　 ：ライフ・サポートロボット　 ：無線通信　 ：生命科学
通行可能エリアトイレエレベーター

3F2F1F

N14

N13
おすすめ

N15

N7

N8

N11

N12

N6

N5

N4 N3

喫茶

食堂

おすすめ

N2

N1

N9

N10 おすすめ

受付

喫茶

食堂

入口
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基礎研究 応用研究

N1 高齢化による脳の状態遷移の変化
～脳波の空間パターンによる解析～

基礎研究 応用研究

N2 結合ニューロフィードバックの統合失調症への応用
～非侵襲ニューロテクノロジーの開発～

基礎研究 応用研究

N3 Can CNN Explain Properties of Primate Face Patches?
～Correspondence Between Artificial Intelligence and Neuroscience～

基礎研究 応用研究

N4 ニューラル質問応答モデルの仮想世界から現実世界への転移
～ライフシミュレーションを活用した日常行動の理解～おすすめ
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基礎研究 応用研究

N5 注意散漫状態への気づきの向上
～古典的条件づけに基づいたEEGニューロフィードバックを用いて～

基礎研究 応用研究

N6 大規模脳画像データベースの構築とその利活用
～認知機能低下のメカニズム解明に向けて～

基礎研究 応用研究

N7 脳情報デコーディング
～脳を介した情報通信の実現を目指して～

基礎研究 応用研究

N8 深層イメージ再構成
～深層ニューラルネットワークを用いた心的イメージの可視化～



22 23

脳
情
報
科
学

ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
〜
け
い
は
ん
なATR

フ
ァ
ン
ド
〜

生
命
科
学

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど

関
連
会
社

無
線
通
信

基礎研究 応用研究

N9 多臨床拠点と連携したロボットリハデータベースの構築
～医工融合が拓く脳卒中運動リハビリテーションの未来～

基礎研究 応用研究

N10 ニューロリハビリテーションを実現するロボット駆動技術
～安全で力強さとしなやかさを兼ね備えるモジュラー式空気圧人工筋の開発～

基礎研究 応用研究

N11 ニューロフィードバックによる精神疾患治療
～うつ病・PTSDの新たな治療法の開発～

基礎研究 応用研究

N12 人間の学習における認知アルゴリズム解明
～神経科学とAIの発展と融合～おすすめ
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基礎研究 応用研究

N13 脳ダイナミクスイメージングソフトウェアVBMEG2.1
～1/1000秒で変化する脳活動の可視化～ 

基礎研究 応用研究

N14 光ポンピング磁力計による脳磁図測定
～安価で小型の脳磁図測定装置による脳活動の可視化～

基礎研究 応用研究

N15 脳科学応用に向けた光脳計測技術
～簡便で高解像度な脳活動の可視化～ おすすめ
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ライフ・サポートロボット分野では、人々の日常生活
における様々な活動をロボット技術でサポートする
ための研究開発を行っています。部屋に取り付けた
センサやロボットのセンサ、装着型のセンサなどを
用いて、人々の行動や注意を向けている対象を推定
する技術、人々の行動をロボットが理解して親しみ
のある対話や触れ合いを伴うコミュニケーション技術、
身に着けることができるロボットによる動作支援技術、
およびこれらの成果展開に向けた企業との共同研究
を行っています。

R ライフ・サポート
ロボット R1

R2

R3

人々をサポートするロボット技術

人々と接するロボット技術

人と協調する自動車運転システム
Human-Vehicle Cooperation in Manual 
and Automated Driving
～人と車のここちよいインタラクションを目指して～

人とロボットのソーシャルタッチインタラクション
Social Touch in Human-Robot Interaction

ロボットサービスのための人混みシミュレータ
Crowd Simulator for Robot Services
～共存環境で活動するロボットのための HRI 行動シミュレーション技術～

R4

歩行支援用パワードウェアのための日常活動動作推定
Daily Activity Motion Estimation for Walking Support
～パワードウェアを装着した人の動作などを推定する技術～

R5

企業と創るロボットサービスで暮らしを豊かに
Enrich People's Lives by Robot Services Together with Companies
～人とロボットのインタラクション研究の成果展開～

　

おすすめ DEMO

おすすめ DEMO

R6

R7

実環境で日常対話を行うアンドロイドの実現
Development of Autonomous Conversational 
Android that Behaves in a Real Situation

環境センサを融和した聴覚支援システムの研究開発
Attention-Based Selective Hearing Support System 
by Fusion of Environment Sensors  
～難聴者の快適な日常生活に向けて～

おすすめ DEMO

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

基礎研究 応用研究

R2 歩行支援用パワードウェアのための日常活動動作推定
～パワードウェアを装着した人の動作などを推定する技術～

基礎研究 応用研究

R1 人と協調する自動車運転システム
～人と車のここちよいインタラクションを目指して～おすすめ

喫茶

食堂

2F

1F

R1 おすすめ

R6

R7R6R5

R4

R3

おすすめ おすすめ

R2

ロボットサービス開発DEMO
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基礎研究 応用研究
～共存環境で活動するロボットのための HRI 行動シミュレーション技術～

R4 ロボットサービスのための人混みシミュレータ

基礎研究 応用研究

基礎研究 応用研究

R6 実環境で日常対話を行うアンドロイドの実現

基礎研究 応用研究

R5 人とロボットのソーシャルタッチインタラクションR3

おすすめ

おすすめ

環境センサを融和した聴覚支援システムの研究開発
～難聴者の快適な日常生活に向けて～
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無線通信W

おすすめ DEMO

ユーザの視点を重視して、快適で安心な生活を提供
する社会基盤としての無線通信、および無線を利用
した先進的アプリケーションの実現を目指しています。
具体的には、適応的な周波数利用により電波資源を
効率的に活用することで無線通信システムの容量
や伝送速度を改善する技術、様々なアプリケーション
において無線を活用するための技術などについて
研究開発を行っています。

3F

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

W1

W2

新しい無線拠点の構築

適応的な周波数利用による電波資源活用

様々なアプリケーションへの無線の活用

電波利活用強靭化に向けた周波数創造技術に関する
研究開発及び人材育成プログラム
R&D on Technologies for Robust/Flexible Radio Resource Utilization 
and New Applications, and its Support Program for Training of Radio Experts

W4 様々な電波環境に対応した最適通信方式選択技術
Access Control for Efficient and Reliable Wireless Network 
in Noisy Environments
～より多くのアプリケーションを快適に使える無線通信を目指して～

W5 干渉・ノイズに強い無線LANアクセス制御技術
Interference/Noise Robust Medium Access Control for WLAN
～状態の悪い環境においても高レートのリアルタイム通信を実現します～

W6

W7 広域ネットワークスキャンにおける周波数資源節約技術
Technologies of Efficient Network Scanning
for Wide-Area IoT Wireless Networks
～IoT時代の目立たず確実で効率的なネットワークスキャン～

W8 通信途絶環境下でも使える可搬型
ローカルクラウド技術
A Portable Locally-Accessible-Cloud-System for 
Disaster Resilience
～ネット環境がなくても近くの人とスマホで連絡を取り合えます～

W9 電波方式によるワイヤレス電力伝送
Wireless Power Transmission via Radio Wave
～バッテリーレス化に向けた無線技術～

W10 サプライチェーンの信頼性を保証する
先端セキュリティ技術
Advanced Security Technology for Trust Assurance 
in Supply Chain

第５世代移動通信システム（５G）の実現に向けた
実証試験
Field Trails for the Realization of the 5G
～駅や工場などにおける超高速通信がもたらす世界～

狭空間での周波数稠密利用のための
周波数有効利用技術
Small Area Wireless R&D Project
～工場内に混在する多数の無線システムの共存を目指して～

おすすめ DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

W3 複数周波数帯域の同時利用による
周波数利用効率向上技術
Simultaneous Transmission over Multiple License-Exempt Bands
～貴重な電波資源を無駄なく使う～

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

W8 W5

W9

W3

W2

W1

W6

W7

W4

W10

おすすめ

おすすめ

基礎研究 応用研究

企業と創るロボットサービスで暮らしを豊かにR7
～人とロボットのインタラクション研究の成果展開～

IoT時代のサイバー・フィジカル・セキュリティ
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基礎研究 応用研究

W1 電波利活用強靭化に向けた周波数創造技術に関する研究開発
及び人材育成プログラム

基礎研究 応用研究

W2 狭空間での周波数稠密利用のための周波数有効利用技術
～工場内に混在する多数の無線システムの共存を目指して～

基礎研究 応用研究

W3 複数周波数帯域の同時利用による周波数利用効率向上技術
～貴重な電波資源を無駄なく使う～

基礎研究 応用研究

W4 様々な電波環境に対応した最適通信方式選択技術
 ～より多くのアプリケーションを快適に使える無線通信を目指して～

おすすめ

おすすめ
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基礎研究 応用研究

W5 干渉・ノイズに強い無線LANアクセス制御技術
～状態の悪い環境においても高レートのリアルタイム通信を実現します～

基礎研究 応用研究

W6 第５世代移動通信システム（５G）の実現に向けた実証試験
～駅や工場などにおける超高速通信がもたらす世界～

基礎研究 応用研究

W7 広域ネットワークスキャンにおける周波数資源節約技術
～IoT時代の目立たず確実で効率的なネットワークスキャン～

基礎研究 応用研究

W8 通信途絶環境下でも使える可搬型ローカルクラウド技術
 ～ネット環境がなくても近くの人とスマホで連絡を取り合えます～
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基礎研究 応用研究

W9 電波方式によるワイヤレス電力伝送
～バッテリーレス化に向けた無線技術～

L3 バーチャルシングルセルRNAseq
Virtual single cell RNAseq: In silico deconvolution 
of the organ transcriptome
～器官をシングルセルへ機械学習で分解～

L1

L2

研究のねらい

生命の情報を解読する

ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト  
ERATO SATO Live Bio-Forecasting
～次世代診断・予防・先制治療の基礎となる原理のあぶりだし～

L4 「生体5次元情報」を解読する医工計測技術を創出する
「知・もの・人」づくり計画
Virtual Human InformatiX Clinic

マウス多器官遺伝子発現データを用いた
ヒト臨床アウトカムの予測
Predicting Human Clinical Outcomes Using Mouse 
Multi-Organ Transcriptome

　持続可能で健康長寿な未来社会の創成を目指し、
生物科学、医科学、数理科学、工学系科学、計算科学
を融合させた分野横断型サイエンスを展開して
います。
生命の根本にある基本的で普遍的な原理をあぶり
だし、その原理に基づいて、多様な生命のふるまい
を予測・制御し、さらにヒトの疾患を予防・治療する
ための研究開発を行い、将来の「何時でも何処でも
ライブクリニック」という未来社会の実現に貢献
します。

L

おすすめ 今年のおすすめ展示です

生命科学

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

おすすめ

L1

L4

L3

L2

おすすめ

2F

けいはんなにおける新たな「知・もの・人」づくり
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基礎研究 応用研究

L4 「生体5次元情報」を解読する医工計測技術を創出する「知・もの・人」
 づくり計画

基礎研究 応用研究

L3 バーチャルシングルセルRNAseq
～器官をシングルセルへ機械学習で分解～

基礎研究 応用研究

L2 マウス多器官遺伝子発現データを用いたヒト臨床アウトカムの予測

基礎研究 応用研究

L1 ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト
～次世代診断・予防・先制治療の基礎となる原理のあぶりだし～

おすすめ
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先駆的・独創的な研究成果に基づく事業開発を、関連会社、けいはんなATRファンド

の支援を受けたベンチャー企業、ライセンス等を通じて積極的に展開し、科学技術

イノベーションによる社会の新たな価値創造を目指しています。

研究へのフィードバック研究成果の事業化

関連会社関連会社

事業サポート事業サポート
ライセンス

パートナー企業
など

ライセンス
パートナー企業

など

ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～
ベンチャー企業

～けいはんなATRファンド～

事
業
開
発

会場案内

：ベンチャー企業　 ：関連会社　 ：パートナー企業など

ATRの研究成果展開を目的とし、特許情報提供、許諾業務、ATR技術を
用いた製品開発販売及び脳研究支援事業を行なっています。
今回は、小型無線多機能センサの応用事例やATR音声言語データベース
の紹介、最新の技術で先端研究を支える脳活動イメージングセンタの
サービスについてご紹介いたします。

英語学習支援システム「ATR CALL」は 音声にフォーカスした学習方法や
発音を採点する技術が特徴です。
小学校英語からTOEFLまで、様々なレベル・目的の学習をe-learningで
提供する「ATR CALL BRIX」をはじめ、ATRの研究成果に基づく音声技術
を駆使した様々なソフトやサービスをご紹介いたします。 

G1

G2

G3

株式会社ATR-Promotions

小型無線多機能センサの紹介
Introduction of Wireless Multi-Functional Sensor
～医療分野への応用～

ATR音声言語データベースの紹介
Introduction of  ATR Spoken Language Database
～対話システム構築のコアデータ～

脳研究のトータルサポート
Total Support of Brain Studies
～豊富な経験に基づく撮像・解析技術と未来を拓くコンサルティング～

G4

ATR Learning Technology株式会社

ATR CALL
Learn by ATR CALL, 
improve your English speaking ability
～英語スピーキング力の向上を目指そう～

関連会社G

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

GF

おすすめ DEMO

ATRの音声技術と株式会社フュートレックのソフトウェア開発技術を融合し、
携帯電話等への音声認識・翻訳・合成技術展開を目的として2007年に設立
されました。スマホ、ロボット、車載、スマートスピーカー、IoT機器など様々な
利用シーンで身近になったAI音声対話を実現するために重要な音声認識
関連技術をご紹介いたします。

株式会社ATR-Trek

G5 音声認識によるコミュニケーション支援
Supporting Human Communication 
with Speech Recognition Technology 
～音声認識・エコーキャンセル・話者識別技術～

DEMO

DEMO

DEMO

G1 G3G2

G5
G4

おすすめ

　ATRの研究成果をベースにした製品・サービスの
商品化・販売を目的として設立した様々な事業会社
は、ATRグループにおける事業化の核として着実に
成果を挙げています。

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

GF
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G1
おすすめ

小型無線多機能センサの紹介
～医療分野への応用～

G2 ATR音声言語データベースの紹介
～対話システム構築のコアデータ～

G3 脳研究のトータルサポート
～豊富な経験に基づく撮像・解析技術と未来を拓くコンサルティング～
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ATR CALL
～英語スピーキング力の向上を目指そう～



音声認識によるコミュニケーション支援
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F ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～

　2015年に創設された「けいはんなＡＴＲファンド」
によるベンチャー企業への出資、設立サポートを
通してＡＴＲ研究成果の事業化を積極的に推進して
います。

*けいはんな学研都市ATRベンチャーNVCC投資事業有限責任組合

日本ベンチャーキャピタル
株式会社

株式会社
産業革新機構

事業会社
金融機関

けいはんなATRファンド

ベンチャー企業

（無限責任組合員） （有限責任組合員）

運営 出資 分配 投資対象認定

ライセンス料等 事業化支援

情報

連携

投資 回収

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

F1

F2

F3

F4

F5

F6

ブルーイノベーション株式会社
～UNR Platformとの連携による業務の
スマートな達成のためのドローンサービス～

ユカイ工学株式会社
～コミュニケーションロボット『BOCCO』新モデルで
活用の領域拡大へ～

株式会社フィット・サッカーロボ株式会社
～SymKnowledge 
   ～ＡＩ搭載クラウド型ナレッジの制作・共有ソリューション～ 

スプリームシステム株式会社
～センサ技術を利用した動線追跡ツール「Moptar」（モプター）～

アイディア株式会社
～Aisea（IoTとAIで実現する船舶航行支援システムの開発）～

エイアイビューライフ株式会社
～高齢者の生活動作・活動を「見える化」～

WaveArrays株式会社
～３次元・全方位フェイズド・アレイ・アンテナ～

株式会社バックテック
～生産性向上/メンタル対策を目的とした
   肩こり・腰痛対策アプリ“ポケットセラピスト®”～

株式会社ログバー
～音声翻訳機「ili PRO（イリープロ）」
   （受入環境整備［多言語対応］を支援）～

スマートスキャン株式会社
～IT × 予防医学 × 検診サービス
   （すべての人達に手軽な画像診断を提供）～

F7

F8

F9

F10F10

F11

F11-1

F11-2

F11-3

F11-4

株式会社ATR-Incubator
～ATR研究成果を活用した事業の創出を加速する支援機能を提供～

Smart Finder技術
～自己組織化に基づくスマートデバイス屋内測位プラットフォーム～

英語カラオケ技術
～カラオケで歌いながら、英語の学習をしよう～

災害時用メッシュ無線通信技術
～メッシュ無線通信機を製品化したThinktubeと最先端の研究開発を行う
   ATRが連携してご提供～

電波計測技術
～電波環境モニタリング装置： Radio Catcher～

「高床式砂栽培法」による心と身体の健康促進への取組み
～地域住民との協働やグローバル連携を通じて～
※展示は2FのC会場で行います。

おすすめ

おすすめ

DEMO

DEMO

DEMO

おすすめ DEMO

おすすめ DEMO

DEMO
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～音声認識・エコーキャンセル・話者識別技術～

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

F1

F10 F11F9

F2F3F4F5F6

F8F7

おすすめ
おすすめ

おすすめ おすすめ NVCC

JUIDAテレノイド
ケア

NTT-AT

ヴイストン

エーアイ

HTS東京

シナジー
マーケティング

F11-2

F11-4 F11-3 F11-1
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F2 ユカイ工学株式会社
～コミュニケーションロボット『 BOCCO 』 新モデルで活用の領域拡大へ～

F1 ブルーイノベーション株式会社
～UNR Platform との連携による業務のスマートな達成のためのドローンサービス～

F4 スプリームシステム株式会社
～センサ技術を利用した動線追跡ツール「Moptar」（モプター）～

F3 株式会社フィット・サッカーロボ株式会社
～SymKnowledge ～ＡＩ搭載クラウド型ナレッジの制作・共有ソリューション～おすすめ

おすすめ
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F6 エイアイビューライフ株式会社
～高齢者の生活動作・活動を「見える化」～

F5 アイディア株式会社
～Aisea（IoTとAIで実現する船舶航行支援システムの開発）～

F8 株式会社バックテック
～生産性向上/メンタル対策を目的とした肩こり・腰痛対策アプリ“ポケットセラピスト®”～

F7 WaveArrays株式会社
～３次元・全方位フェイズド・アレイ・アンテナ～ 脳
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F10 スマートスキャン株式会社
～IT × 予防医学 × 検診サービス（すべての人達に手軽な画像診断を提供）～

F9 株式会社ログバー
～音声翻訳機「ili PRO（イリープロ）」（受入環境整備［多言語対応］を支援）～

F11-1 Smart Finder技術
～自己組織化に基づくスマートデバイス屋内測位プラットフォーム～

F11 株式会社ATR-Incubator
～ATR 研究成果を活用した事業の創出を加速する支援機能を提供～ 脳
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おすすめ
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F11-3 災害時用メッシュ無線通信技術
～メッシュ無線通信機を製品化したThinktubeと最先端の研究開発を行うATRが連携してご提供～

F11-2 英語カラオケ技術
～カラオケで歌いながら、英語の学習をしよう～

F11-4 電波計測技術
～電波環境モニタリング装置： Radio Catcher～

「高床式砂栽培法」による心と身体の健康促進への取組み
～地域住民との協働やグローバル連携を通じて～
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おすすめ
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デモンストレーションを実施いたしますDEMO

① 日本ベンチャーキャピタル株式会社

② 一般社団法人日本UAS産業振興協議会

④ 株式会社エーアイ

1996年の設立以来「アーリーステージ」と「技術型ベンチャー」に重点
的に投資してきました。2003年よりアカデミアファンドの取り組みを本
格化、大阪大学・京都大学・同志社大学・名古屋大学などの大学ファンドを
運用してきました。2015年2月に「けいはんなATRファンド〔47億円〕」
を設立、ATRの知財・ノウハウを使い連携するベンチャー企業に対し、
これまで13社投資をしています。（参考）2019年におきまして新規に
XNef（デコーディッドニューロフィードバック）、スマートスキャン（脳ドック
サービスのプロデュース)に投資を実行しました。

一般社団法人日本UAS産業振興協議会（JUIDA）は、日本の無人航空機
（ドローン）の新たな産業・市場の創造支援と産業の健全な発展への貢献
を目的として、2014年7月に設立され今年で5周年を迎えました。無人
航空機の民生分野における積極的な利活用を推進するとともに、無人航
空機の応用技術の研究開発、安全ガイドラインの策定、人材育成、国際連
携、地方創生活動等を中立の立場で行っています。 2015年10月には
日本で初めて、無人航空機の操縦士および安全運航管理者養成スクール
の認定制度をスタートし、JUIDA認定スクールは全国で220校にまで広
がっています。展示では、認定スクール、試験飛行場を紹介します。

株式会社エーアイは、ATRで研究開発された「コーパスベース音声合成」
技術を元に、独自の日本語自由文音声合成エンジン「AITalk（R）」シリーズ
の開発・販売を行っております。開発・セールス・サポートを一貫して自社
で行うことで、サポートやカスタマイズへの迅速な対応が可能です。最大
の特徴は、短時間の収録で肉声に近い自然な音声が再現できるところです。
用途に応じた多数の製品を提供しており、機器組込～エンタメまで、様々な
用途に応用されています。本年度は、各種製品の紹介と、現在開発中の深層
学習を用いた高品質日本語音声合成技術について展示しております。
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C パートナー企業
など

　会社設立以来のATRの研究成果を基にした特許等
の知的財産のライセンス等により、ATR関連会社以
外の企業を通じた商品化に寄与するとともに、異分野
の外部機関との積極的な連携体制を構築し、今日の
様々な社会的課題の解決に向けた取り組みを進めて
います。
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④ 株式会社エーアイ

① 日本ベンチャーキャピタル株式会社

② 一般社団法人日本ＵＡＳ産業振興協議会

⑧ 東レ建設株式会社

⑨ 株式会社グリーンファーム

⑩ 一般社団法人日本砂栽培協会

 

③ 株式会社テレノイドケア

⑪ 株式会社ヒューマンテクノシステム東京

⑦ ヴイストン株式会社

⑤シナジーマーケティング株式会社

 ⑥ NTTアドバンステクノロジ株式会社

⑥ NTTアドバンステクノロジ株式会社
NTTグループの技術的中核企業。NTT研究所と連携しながら最新の研究
成果を形にし世の中に広めており、研究成果という資源から新たな市場
価値を持つシステム、サービス、商品を提供しています。また、同社で
培われた技術力を生かし、知識豊富な技術者集団として独自のビジネスも
展開しています。

⑦ ヴイストン株式会社
研修開発用途からホビー・教育用途、コミュニケーションロボットなど、
多岐にわたるロボット製品を開発・販売しています。ATRとの関連では、
ロボビーシリーズや、人の存在感を伝える電話ロボット「テレノイド」「エル
フォイド」などで、開発・販売協力を行っています。近年では、コミュニケー
ションロボット「Sota」を研究開発や一般向けに展開し、新機能として
自動アンケート機能なども開発しています。また、ROS対応の研究開発
用台車ロボット「メガローバーVer2.0」や、高精度な位置制御や無線
通信機能を搭載し、図形描画や群制御等に利用可能な卓上台車ロボット
「ナノローバー」を開発しました。

⑧ 東レ建設株式会社
「総合建設事業」（ゼネコン）と「総合不動産開発事業」（ディベロッパー）を
手掛ける東レ株式会社のグループ会社です。日本の抱える諸課題解決に
農業を核にして取り組もうと「誰でも」「楽に」「楽しく」を目指した“高床式
砂栽培農業施設”「トレファーム®」事業を展開しています。ＡＴＲ敷地内
に自社農園【トレファームラボ】を開設しIoTを活用した「新たな農業の
カタチ」の実現に向け、更に本年「けいはんなRC」事業として、ATR、
The Elegant Monkeys Ltd.と共に「ストレス軽減プロジェクト」を
進行中です。

⑨ 株式会社グリーンファーム
高床式砂栽培農法を用いた軽労化農業の普及と、農業と福祉を連携させる
農福連携の実現を目的として2010年に設立した農業法人です。ATR
の豊富な研究開発実績と弊社の高床式砂栽培技術を融合させた、人や
環境に優しい農業に取り組んでいます。
今回も引き続き高床式砂栽培農法の特徴や、事例を交えた普及の取組み
について紹介します。

⑩ 一般社団法人日本砂栽培協会
土の代わりに砂を用いて野菜や果物を育てる砂栽培法の普及を目指して
います。力が要らず砂は入れ替えが不要で、人と環境にやさしい栽培法
です。普及に向け、砂栽培士の資格認定事業、人材育成や資格取得を促進
するための栽培技術に関する講義や実習の実施、各地の砂の栽培適正
認定事業などを行っています。また、多種多様な植物を栽培でき手軽に
育てる楽しみを味わえる特長を活かし、個人向けに「砂栽培クラブ『さら
Garden』」を運営しています。

⑪ 株式会社ヒューマンテクノシステム東京
株式会社ヒューマンテクノシステム東京は、ATR音声言語コミュニケーション研究所
の研究成果である「波形素片接続型音声合成システム（開発コード名：XIMERA）」
をベースとした音声合成ソフトウェア「自分の声ソフトウェア・ボイスター」の開発・
製造・販売を行っています。2007年の「ボイスター」販売開始以来、「あの声で
なくてはならない、そんな思いに応えます」をスローガンに、録音音声をそのまま
使う「波形素片接続型」の特性を生かした本人らしい自然な合成音声によって
「第二の自分の声」を提供し、病気や手術で声を失われる方の社会参加を支援
してきました。本展示では、「ボイスター」の特徴や利用実績をご紹介します。

③ 株式会社テレノイドケア
高齢者が求める『心のケア』を提供するため、テクノロジーを用いた“パーソン
センター・ド・ケア”サービスの開発と運営を行っています。
テレノイド™を教材に使った人材育成研修を提供している他、テレノイドを
対話ツールに使った高齢者向け個人面談支援システムを開発しています。
テレノイド™は石黒浩教授（大阪大学大学院基礎工学研究科システム創成
専攻・教授、ＡＴＲフェロー）が開発した遠隔操作型アンドロイドロボットです。
ミニマムデザインが特徴で、言語（音声通話）と非言語（ハグ）がミックス
されています。

⑤ シナジーマーケティング株式会社
弊社は、CRMを軸にしたサービスをクラウドで展開するIT企業で、それ
ぞれの人の価値観に合わせたきめ細やかなマーケティングを提唱して
います。弊社けいはんな研究センターでは、人の性格や価値観を軸にした
コミュニケーションに関する研究を行っています。価値観の傾向が違う
ことで、使用言語や行動パターンが違ったりします。本イベントでは、最近
行っている研究や研究成果をベースにした様々な事業開発についてポスター
や資料などを配布して説明いたします。
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